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『ふくしま原子力災害からの複線型復興： 
一人ひとりの生活再建と『尊厳』の回復に向けて』を刊行！ 

 
２０１１年の福島原発事故を受けて、本学災害復興研究所及びうつくしまふ

くしま未来支援センターでは、２０１１年９月と２０１７年２月の２回にわた

り、双葉郡住民実態調査を実施してきました。この度、同調査をベースとした

研究成果が表題の書籍として刊行されましたのでお知らせします。 

同書では、ふくしま原子力災害の現状と課題を多角的視点から分析し、「複線

型復興」というキーワードの下で政策提言しています。ぜひお手に取っていた

だき、広くご紹介いただければ幸いです。 
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